
通学路点検 箇所別資料① 

（ 岐南 ）町立（ 岐南 ）小・中学校  

番号（対策一覧表

左の番号） 

１ 

 

路線名 

 

 

中学西通り 

住所 徳田西３丁目２８４番地付近 

 

通学路の状況 

危険の内容 

交通量が多く、生徒が横断する際に大変危険である。 

 

 

対策内容 横断歩道を設置する。 

※ 西側路側の待ち場が狭い（1.5ｍは確保できない）。横断歩道設置が難しい場合は看板設置など

の別の対策が必要。 

看板の設置 

東側路側帯を広くとり、そちらを登校させることも検討の必要がある。 

事業主体 町・警察（公安委員会）、学校 

対策年度 H28以降 

通学児童数（人） ７０人 

改善の要望者 

（個人・学校・Ｐ

ＴＡ・地元自治体 

等  

学校・ＰＴＡ 

児童の登校下校時

にボランティアは

配置されている

か。 

配置なし。 

 

 

 

・現場の四方向の

写真 

 

東 

 

西 

 

南 

 

北 

 



※特に優先順位の

高いもののみ記入 

 

・現場の拡大図 

（どの位置にどの

ような横断歩道や

標識等を設置する

か。） 

 

 

 

 

 

※ 待場がないので横断歩道は設置できない。 

※ 外側線を引き直し、看板設置をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外側線を引き直す。 

看板設置 



通学路点検 箇所別資料② 

（ 岐南 ）町立（ 岐南 ）小・中学校  

番号（対策一覧表

左の番号） 

 

２ 

路線名 

 

 

名岐バイパスアンダーパス 

住所 伏屋６丁目１６０番地付近 

通学路の状況 

危険の内容 

地下道の道幅が狭く交通規制（時間指定通行止め規制 朝：７時～９時 夕方：１５時～１７時）

されている道路である。 

しかし、夏季においては生徒の下校が１７時を過ぎており、多くの生徒が交通規制時間内に地下道

を通ることができず、乗用車とすれ違うことができない等、危険である。 

対策内容 ・交通規制時間（夕方の時間指定規制通行止めの時間）を変更する。 

・夕方１５時～１７時を夕方１６時～１８時（中学生の下校時刻）に変更希望 

※ 地元の要望が添えられるとよい。 

※ 看板も併せて設置し、周知を図る必要がある。 

事業主体 町・警察（公安委員会） 

対策年度 H28以降 

通学児童数（人） １６９人 

 

改善の要望者 

（個人・学校・Ｐ

ＴＡ・地元自治体 

等  

学校・ＰＴＡ 

児童の登校下校時

にボランティアは

配置されている

か。 

配置なし。 

 

 

 

・現場の四方向の

写真 

 

東 

 

西 

 

 



南 

 

北 

 

※特に優先順位の

高いもののみ記入 

 

・現場の拡大図 

（どの位置にどの

ような横断歩道や

標識等を設置する

か。） 

 

 

 

 

 

 

※ 町が地域住民の意向を調査し、公安委員会に申請する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間規制標識を設置。 

朝：７時～９時 

夕方：１６時～１８時 

時間規制標識を設置。 

朝：７時～９時 

夕方：１６時～１８時 



通学路点検 箇所別資料③ 

（ 岐南 ）町立（ 岐南 ）小・中学校  

番号（対策一覧表

左の番号） 

 

３ 

路線名 

 

 

ＪＲ西小東踏み切り 

住所 

 
みやまち４丁目JR踏切付近 

通学路の状況 

危険の内容 

幹線道路への抜け道として交通量が大変多いが、踏切を含め歩道が整備されていない。 

特に、踏切の西側は変則的な交差点のため、混雑し、生徒の横断が危険である。 

また、通過電車のため踏切で停止している時に待機するスペースがなく、自動車との危険な状態が

慢性的にある。 

対策内容 ・踏切内を含めた歩道を整備する（白線が消えている）。 

※ 上記以外も町で白線を引き直すように発注している。 

事業主体 町 

対策年度 H28年度 町で発注済 → 設置完了 

 

通学児童数（人） １３１人 

 

改善の要望者 

（個人・学校・Ｐ

ＴＡ・地元自治体 

等  

学校・ＰＴＡ、さくら保育園 

児童の登校下校時

にボランティアは

配置されている

か。 

配置なし。 

 

 

 

・現場の四方向の

写真 

 

東 

 

 

西 

 

 



南 

 

 
 

北 

 

 

※特に優先順位の

高いもののみ記入 

 

・現場の拡大図 

（どの位置にどの

ような横断歩道や

標識等を設置する

か。） 

 

 

 

 

 

 

白線を引き直し、歩行者
のスペースを確保 

 

白線を引き直し、歩行者
のスペースを確保 



通学路点検 箇所別資料④ 

（ 岐南 ）町立（ 岐南 ）小・中学校  

番号（対策一覧表

左の番号） 

 

４ 

路線名 

 

 

羽栗グランド前道路 

住所 若宮地１丁目交差点 

 

通学路の状況 

危険の内容 

特に朝の交通量が多く、通学する際に大変危険である。 

 

対策内容 信号機を設置する。 

 

事業主体 町・警察（公安委員会） 

 

対策年度 H28年度に設置申請をする。 

通学児童数（人） １１０人 

 

改善の要望者 

（個人・学校・Ｐ

ＴＡ・地元自治体 

等  

学校・ＰＴＡ 

自治会（若宮地・野中）からの要望がある。 

児童の登校下校時

にボランティアは

配置されている

か。 

配置なし。 

 

 

 

・現場の四方向の

写真 

 

東 

 

 

西 

 
 

南 

 

北 

 



※特に優先順位の

高いもののみ記入 

 

・現場の拡大図 

（どの位置にどの

ような横断歩道や

標識等を設置する

か。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ H29 3月に申請し、H30に設置できるようにする。 

 

 

信号機を設置。 



通学路点検 箇所別資料⑤ 

（ 岐南 ）町立（ 岐南 ）小・中学校  

番号（対策一覧表

左の番号） 

 

５ 

路線名 

 

 

やなぎ通り 

住所 平成７丁目１３番地付近 

 

通学路の状況 

危険の内容 

幹線道路への抜け道となっており、交通量が大変多く、横断する際に危険である。 

※ 今年度も登校時の交通事故が発生している。 

対策内容 横断歩道を設置する。 

※ 横断する自転車、歩行者にも一時停止をする指導をする。 

事業主体 町・警察（公安委員会）、学校 

 

対策年度 H28年度中に申請をする。 

通学児童数（人） １６９人 

 

改善の要望者 

（個人・学校・Ｐ

ＴＡ・地元自治体 

等  

学校・ＰＴＡ 

児童の登校下校

時にボランティ

アは配置されて

いるか。 

配置なし。 

 

 

 

・現場の四方向の

写真 

 

東 

 

 

西 

 

 

南 

 

北 

 



※特に優先順位

の高いもののみ

記入 

 

・現場の拡大図 

（どの位置にど

のような横断歩

道や標識等を設

置するか。） 

 
 

 

 

 

 

 

※ 待場の準備はできているので、街灯の設置を並行して行う。 

 

 

横断歩道を

設置。 


